
Copyright©  WOODONE All  Rights Reserved.

2022年3月期
決算補足説明資料

－目次－
1．会社概要
2．決算概要
3．連結損益の状況
4．連結貸借対照表の状況
５．キャッシュフローの状況
６．ROE等の経営指標の状況
７．202３年3月期の業績予想・配当予想

･･････････････････P1-3
･･････････････････P4
･･････････････････P5-6
･･････････････････P7
･･････････････････P8
･･････････････････P9
･･････････････････P１0



ドア

1.会社概要1.会社概要
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無垢No1

木質総合建材メーカー
無垢No1

木質総合建材メーカー

フローリングキッチン

社 名 株式会社ウッドワン

所在地 広島県廿日市市木材港南１－１

設 立 1952年4月

資本金 73億2,497万円

従業員数
※2022年3月31日現在

2,449名（連結）

1,252名（単体）

営業拠点 東京・名古屋・大阪・福岡など全国45拠点

製造拠点 本社（廿日市）・豊橋・蒲郡

階段・手すり



（海外拠点）（海外拠点）
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外販(商社経由等)
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ン

原材料の
確保

一次加工
二次加工

最終製品
製造

販売

ニュージーランドで約40,000haの森林を経営
（苗木を植えることから）

ド
ネ
シ
ア
国
内
販
売
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清算手続き中
代理商経由で中国販売を継続

一貫生産体制一貫生産体制
端材でバイオマス発電も



（持続可能な森林経営）（持続可能な森林経営）
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日本から東南へ約9,000km 離れた「ニュージーラン

ド」にウッドワンが大切に育てている広大な森林があ
ります。
その規模は約40,000ha にもおよび、「木のぬくも

り」を製品としてご提供しつつ、地球環境を守る経営
を行っています。

ウッドワンで植林しているニュージーパイン®は、
約30年で樹高40mほどに成長して伐採適齢期を
迎えます。
そこでウッドワンでは、1年生から30年生までに

分けた区画ごとに育て、毎年一定量の木材が収
穫できるように森林を管理・保全しています。
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2.決算概要2.決算概要

● 新設住宅着工戸数（持家＋分譲戸建）の回復やニュージーランド・インドネシア子会社の外販好調な
どにより増収。

● 売上高の増加、全社的な生産性の向上や経費の抑制に努めた結果、増益。
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売上高

665億円

営業利益

23億円

経常利益

21億円

当期利益

13億円

前期比＋12.7％ 同＋3.8％同＋0.3％

（円/NZドル）

3月末
85.33

3月末
77.38

当期

同＋11.7％
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消費税増税の
駆け込み需要

駆け込み需要
の反動減

新型コロナウイルス
感染症感染拡大

当期

4-3月期：前年比＋8.4%

(前々年比▲1.0%)

円
安
Ｎ
Ｚ
Ｄ
高

3月末
64.76



（単位：百万円)

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

前期比
増減

売上高 63,566 59,076 66,582 7,506

売上総利益 19,159 18,060 19,270 1,209

売上総利益率
（粗利率）

30.1% 30.6% 28.9% △1.7%

販売管理費 17,218 15,717 16,918 1,201

販管費比率 27.1% 26.6% 25.4% △1.2%

営業利益 1,941 2,343 2,351 7

経常利益 1,015 2,068 2,147 79

親会社株主に帰属する
当期純利益 829 1,170 1,308 137

3.連結損益の状況3.連結損益の状況

● 売上高の回復により、粗利率の低下と販売管理費の増加をカバーし、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属
する当期純利益はともに前期比増加。
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（単位：百万円）
販売管理費の削減

＋1,500

（単位：百万円）

(単位：百万円)

2020.3期
経常利益

売上高の
増加

粗利率の
低下

運賃の
増加

旅費交通
費の削減

人件費の
増加

その他
販管費
減少

為替
差損益

その他
営業外

2022.3期
経常利益

1,015
+870 △759 △113 +222 △264 +454 +693 +27

2,147
計 +111 計＋ 299 計 +720

5

販売管理費の増加
△1,201



（セグメント情報）（セグメント情報）

（単位：百万円）

● 住宅建材設備事業は増収増益。発電事業は５年間の激変緩和措置が終了し売上、営業利益とも減少。
● 住宅建材設備事業の海外売上（外販）は約２割。ニュージーランド・インドネシア子会社の売上は徐々に増加。
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2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

前期比
増減

売上高 63,608 59,107 66,626 7,518

住宅建材
設備事業

62,401 57,839 65,478 7,639

発電事業 1,206 1,268 1,147 △121

営業利益 1,941 2,343 2,351 7

住宅建材
設備事業

1,717 2,077 2,154 76

発電事業 223 265 196 △68

（単位：百万円）
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4.連結貸借対照表の状況4.連結貸借対照表の状況

（単位：百万円）

2021年

3月期

2022年

3月期
増 減

為替影響除き 主な増減要因

流動資産

・現預金

・棚卸資産

・受取勘定他

固定資産

・有形固定資産（立木除く）

・立木

・無形固定資産

・投資その他の資産

28,766

8,377

11,915

8,474

62,375

33,032

17,070

848

11,424

27,584

5,479

12,856

9,249

67,478

35,674

19,551

853

11,398

△1,182

△2,898

+940

+774

+5,102

+2,642

+2,481

+4

△26

△2,039

△2,983

+640

+303

+1,494

+919

+659

+2

△87

←インドネシア子会社の有利子負債の一部や

コロナ対策資金などを返済

←ニュージーランド子会社の林地のリース契

約更新

資産合計 91,142 95,062 +3,919 △544

流動負債

・有利子負債

・支払勘定他

固定負債

・有利子負債

・その他

（＊有利子負債合計）

18,833

9,007

9,826

31,180

26,615

4,564

(35,622)

22,312

10,465

11,847

28,560

23,174

5,386

(33,639)

+3,479

+1,458

+2,021

△2,619

△3,441

+821

(△1,982) 

+2,558

+1,043

+1,515

△3,705

△4,199

+493

(△3,155)

←「収益認識に関する会計基準」を当連結会

計年度の期首から適用し契約負債が増加

←インドネシア子会社の有利子負債の一部や

コロナ対策資金などを返済

←ニュージーランド子会社の林地のリース契

約更新

負債合計 50,013 50,873 +860 △1,146

・株主資本合計

・その他包括利益累計額合計

・新株予約権

・非支配株主持分

35,648

4,433

150

897

36,281

6,722

144

1,039

+633

+2,289

△5

+142

+364

+99

△5

+142

純資産合計 41,129 44,188 +3,059 +601

負債純資産合計 91,142 95,062 +3,919 △544

● インドネシア子会社の有利子負債の一部や昨年借り入れたコロナ対策資金などを返済し、有利子負債・現預金が減少。
● ニュージーランド子会社の林地のリース契約更新により有形固定資産およびその他固定負債が増加。
● 「収益認識に関する会計基準」を当連結会計年度の期首から適用し、契約負債（支払勘定他）が増加。
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2018年

3月期

2019年

3月期

2020年

3月期

2021年

3月期

2022年

3月期

営業

CF
2,866 1,834 4,044 4,088 4,599

投資

CF
△3,045 △2,409 △303 △5,270 △3,925

フリーCF △179 △575 3,741 △1,182 674

財務CF △1,881 △1,359 △740 2,835 △3,804
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（単位：百万円）

●営業ＣＦ：業績が堅調に推移したことなどで引き続き40億円台を維持。

●投資ＣＦ：ニュージーランド子会社での山林投資がやや多めであったことなどから例年よりもマイナスが大きい。

●財務ＣＦ：新型コロナウイルス感染症対策資金やインドネシア子会社の有利子負債の一部返済などで例年よりもマイナスが大きい。

トピックス 2019年3月期：住建（上海）有限公司の持分譲渡（入金は2019年4月）

2021年3月期：インドネシア子会社の新規設備投資+新型コロナ対策資金調達

2022年3月期：新型コロナ対策資金+インドネシア子会社の有利子負債の一部を返済

5．キャッシュフローの状況5．キャッシュフローの状況
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（単位：百万円）



6.ROE等の経営指標の状況6.ROE等の経営指標の状況
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● 2022 年 3 月期のROEは3.1 ％で前期比横ばい（前期比 ± 0％）。

9

前期比 ± 0% 同 + 0.03回

ROE

3.1%

総資本
回転率

0.72回

売上高
当期利益率

2.0%

財務
レバレッジ

2.24

＝ × ×

同 ± 0% 同 △ 0.03

売上高
総資産

当期利益
売上高

総資産
自己資本



7.2023年３月期の業績予想・配当予想7.2023年３月期の業績予想・配当予想
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(単位：百万円)

[業績予想:連結]
2022年
3月期

実績

2023年
3月期

予想

前期比

売上高 66,582 70,000 3,418

営業利益 2,351 2,200 △151

経常利益 2,147 1,800 △347

親会社株主に帰属
する当期純利益 1,308 1,100 △208

● 売上高は、足元程度の景況感を前提に、海外子会社での増収や価格改定効果を織込み。
● 利益項目は、現状水準の円安NZD高が継続するとの予想に加え、原材料価格の高騰や海上運賃の高止まり
などを保守的に織込み、利益率は前期比若干低下するものとして策定。

● 年間配当金は、 2022年3月期と同額の24 円を予想。

(単位：円)

[配当予想]
2022年
3月期

実績

2023年
3月期

予想

中間 12.00 12.00

期末 12.00 12.00

年 間 24.00 24.00

配当性向 17.1％ 20.4％
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予想数値は現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後変動する可能性があります。
開示すべき重要な事項が発生した場合には、速やかに業績への影響をお知らせします。


